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《
豊
干
》

《
豊
干
》
概
観

の
演
出
を
め
ぐ
る
諸
問
題

ぷ

か

ん

こ

く

し

ょ

う

じ

《
豊
干
》
は
、
唐
の
天
台
の
国
清
寺
に
住
し
た
と
い
う
脱
俗
の
僧

豊
干
と
、
幽
窟
を
住
み
か
と
し
て
し
ば
し
ば
国
清
寺
に
や
っ
て
き
た

か
ん
ざ
ん

と
い
う
寒
山
と
、
豊
干
に
拾
わ
れ
て
国
清
寺
の
雑
用
を
し
て
い
た
と

じ
っ
と
く

い
う
拾
得
の
、
三
人
の
風
狂
隠
逸
の
士
を
め
ぐ
る
伝
説
に
取
材
し
た

い
わ

能
で
、
石
の
作
り
物
が
割
れ
て
、
そ
こ
か
ら
文
殊
・
普
賢
の
二
菩
薩

ふ
り
ゅ
う

が
現
わ
れ
る
場
面
な
ど
が
あ
る
風
流
的
な
能
で
あ
る
。
現
在
で
は
、

ど
の
流
儀
で
も
上
演
し
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
廃
曲
で
あ
る
。

豊
干
と
寒
山
・
拾
得
に
つ
い
て
は
、
「
寒
山
詩
』
「
宋
高
僧
伝
』
「
景

徳
伝
燈
録
』
『
仏
祖
統
記
』
な
ど
に
伝
説
的
粉
飾
を
ほ
ど
こ
さ
れ
た

逸
話
が
載
る
が
、
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
豊
干
は
じ
つ
は
阿
弥
陀
の
化

身
で
あ
り
、
寒
山
・
拾
得
は
文
殊
と
普
賢
の
化
身
で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
豊
干
と
寒
山
・
拾
得
の
伝
説
は
、
そ
の
風
狂
隠
逸
的
色

彩
ゆ
え
に
、
も
っ
ぱ
ら
禅
林
に
お
い
て
尊
ば
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、

わ
が
国
に
お
い
て
も
そ
れ
は
し
ば
し
ば
五
山
の
禅
僧
の
詩
題
と
な

り
、
ま
た
禅
林
を
中
心
に
絵
画
化
も
さ
れ
て
、
少
な
か
ら
ぬ
遺
品
を

今
日
に
伝
え
て
い
る
。
《
豊
干
》
は
こ
の
よ
う
に
禅
林
を
中
心
に
流
布

し
た
豊
干
と
寒
山
・
拾
得
の
伝
説
を
も
と
に
、
そ
の
脱
俗
的
な
世
界

を
描
く
と
い
う
作
意
の
も
と
に
制
作
さ
れ
た
作
品
と
思
わ
れ
る
が
、

文
献
上
の
初
出
は
天
正

i
文
禄
（
十
六
世
紀
後
半
）
こ
ろ
の
成
立
と
さ

れ
る
「
い
ろ
は
作
者
注
文
』
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
制
作
時
期
は
、
室

町
末
期
の
十
六
世
紀
中
頃
と
思
わ
れ
る
。
能
と
し
て
は
比
較
的
お
そ

い
時
期
の
作
品
で
、
同
時
期
に
制
作
さ
れ
た
能
に
、
〈
土
蜘
蛛
》
《
飛

雲
》
《
第
六
天
》
《
大
瓶
狸
々
》
な
ど
が
あ
る
。
廃
曲
で
も
あ
る
の
で
、

そ
の
内
容
を
原
形
を
推
測
し
て
示
す
と
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

ー
、
ワ
キ
の
登
場
11
唐
の
寒
山
寺
の
僧
（
ワ
キ
）
が
天
台
の
国
清

寺
を
訪
れ
る
。

2
、
ツ
レ
の
登
場
11
審
を
手
に
し
た
風
狂
隠
逸
的
な
風
情
の
二
人

の
童
子
（
ツ
レ
）
が
現
わ
れ
る
。

3
、
ツ
レ
ワ
キ
の
応
対
11
僧
は
童
子
に
ま
ず
寒
山
・
拾
得
に
つ
い

天

野

文

雄
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て
尋
ね
、
つ
い
で
豊
干
禅
師
の
旧
跡
を
尋
ね
る
。

4
、
ツ
レ
の
物
語
と
退
場
11
童
子
は
僧
に
豊
干
と
寒
山
・
拾
得
の

事
蹟
と
、
か
れ
ら
が
じ
つ
は
阿
弥
陀
如
来
と
文
殊
・
普
賢
の
二

菩
薩
で
あ
っ
た
こ
と
を
語
り
、
じ
つ
は
わ
れ
わ
れ
は
昔
の
寒

山
・
拾
得
で
あ
る
と
言
い
、
石
窟
の
な
か
に
消
え
る
。

5
、
ア
イ
の
物
語
11
門
前
の
者
（
ア
イ
）
が
現
わ
れ
て
、
前
場
で

童
子
が
語
っ
た
よ
う
な
豊
干
・
寒
山
・
拾
得
の
事
蹟
を
物
語

る。

6
、
ワ
キ
の
待
受
11
僧
は
豊
干
た
ち
の
来
現
を
待
つ
。

7
、
シ
テ
の
来
現
11
僧
の
夢
中
に
虎
に
乗
じ
た
体
の
豊
干
（
シ
テ
）

が
現
わ
れ
て
、
寒
山
・
拾
得
の
来
現
を
予
告
す
る
。

8
、
後
ツ
レ
の
来
現
11
石
窟
が
二
つ
に
割
れ
て
文
殊
と
普
賢
の
二

菩
薩
（
後
ツ
レ
）
が
現
わ
れ
る
。

9
、
後
シ
テ
の
舞
事
11
豊
千
が
仏
法
の
妙
を
示
さ
ん
と
舞
（
楽
）

を
舞
う
。

10
、
終
曲
11
荘
厳
な
雰
囲
気
の
う
ち
に
豊
干
は
阿
弥
陀
と
現
じ
、

獅
子
に
乗
っ
た
文
殊
と
象
に
乗
っ
た
普
賢
と
と
も
に
西
方
に
去

る。

こ
の
《
豊
干
》
は
歴
史
的
に
宝
生
流
と
の
か
か
わ
り
が
深
い
能
で

あ
る
。
《
豊
干
》
は
室
町
末
期
i
江
戸
初
期
に
は
上
演
が
稀
で
ほ
と

ん
ど
廃
絶
し
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
将
軍
綱
吉
・
家
宣
時
代
の

稀
曲
復
活
期
に
家
宣
の
周
辺
で
上
演
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

宝
生
座
の
所
縁
曲
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
復
活
上
演
は
家
宣

時
代
の
宝
永
四
年
（
一
七
0
七
）
四
月
二
十
五
日
の
奥
能
だ
っ
た
ら

し
い
（
『
御
内
證
御
能
組
」
）
。
網
吉
・
家
宜
は
宝
生
座
を
後
援
し
て
お

り
、
そ
の
関
係
で
江
戸
後
期
1
明
治
初
期
の
宝
生
座
（
宝
生
流
）
の

所
演
曲
に
は
、
綱
吉
・
家
宜
の
周
辺
で
復
活
上
演
さ
れ
た
稀
曲
が
多

く
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。
《
豊
干
〉
も
そ
の
う
ち
の
一
曲
だ
っ
た
の
だ

が
、
宝
生
流
で
は
、
明
治
十
一
年
に
宝
生
九
郎
が
青
山
御
所
（
英
照

皇
太
后
）
の
御
能
御
用
掛
を
命
じ
ら
れ
た
さ
い
に
、
《
豊
干
》
を
ふ
く

む
三
十
番
を
廃
曲
と
し
た
た
め
、
以
後
、
《
豊
干
》
は
五
流
の
ど
の

流
儀
の
所
縁
曲
で
も
な
く
な
っ
て
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
《
豊
干
》
は
宝
生
流
と
の
関
係
が
深
い
能
で
あ
る

が
、
そ
の
関
係
は
か
な
ら
ず
し
も
綱
吉
・
家
宣
時
代
の
稀
曲
復
活
に

は
じ
ま
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
観
世
文
庫
蔵
の

「
紺
表
紙
軟
書
体
十
一
行
本
（
乙
）
」
と
呼
ば
れ
る
室
町
期
写
の
《
豊

干
》
は
、
本
文
は
内
題
の
肩
に
「
宝
」
の
注
記
を
も
つ
が
、
表
章
氏

編
著
『
観
世
宗
家
所
蔵
文
書
目
録
』
の
解
題
に
よ
れ
ば
、
こ
の
注
記

は
該
本
が
宝
生
流
の
節
付
を
も
と
に
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ

う
と
い
う
。
こ
の
本
の
本
文
は
旧
宝
生
流
（
宝
生
流
寛
政
版
）
の
も

の
と
ほ
ぽ
合
致
し
て
い
る
か
ら
、
節
だ
け
で
な
く
本
文
も
宝
生
流
の

謡
本
を
も
と
に
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
そ
れ
は
と
も

あ
れ
、
こ
の
よ
う
に
、
室
町
期
に
観
世
家
の
だ
れ
か
が
わ
ざ
わ
ざ
宝

生
流
の
節
を
も
っ
て
章
句
を
付
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
室
町
期
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に
お
い
て
は
、
宝
生
流
の
《
豊
干
》
が
そ
れ
な
り
の
権
威
を
も
っ
て

い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
《
豊
千
》
が
宝
生
座

の
周
辺
で
作
ら
れ
た
と
い
う
よ
う
な
事
情
が
考
え
ら
れ
る
が
、
《
豊

干
》
が
綱
吉
・
家
宣
時
代
の
稀
曲
復
活
を
機
に
宝
生
座
で
上
演
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
ひ
と
つ
に
は
同
曲
が
室
町
時
代
か
ら
宝
生

座
に
か
か
わ
り
の
深
い
能
だ
っ
た
た
め
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
、
伝
存
す
る
《
豊
干
》
の
詞
章
に
は
さ
ほ
ど
大
き
な
異
同
は

な
い
が
、
そ
れ
は
貞
享
三
年
版
本
の
系
統
と
そ
れ
以
外
の
系
統
と
の

二
系
統
に
整
理
で
き
る
。
調
査
の
範
囲
内
で
い
え
ば
、
前
者
は
貞
享

三
年
版
本
の
ほ
か
、
室
町
期
写
観
世
文
庫
蔵
本
（
先
述
の
「
紺
表
紙
軟

書
体
十
一
行
本
（
乙
）
」
）
、
室
町
期
写
観
世
文
庫
蔵
林
垣
玄
能
署
名
本

（
訂
正
後
の
本
文
）
、
近
世
初
期
写
龍
谷
大
学
蔵
下
掛
り
一
ー
一
番
綴
本
、

宝
生
流
寛
政
版
（
寛
政
四
年
刊
）
な
ど
で
あ
り
、
後
者
は
慶
長
期
写

松
井
文
庫
蔵
妙
庵
玄
又
手
沢
本
、
室
町
期
写
観
世
文
庫
蔵
林
垣
玄
能

署
名
本
（
訂
正
前
の
本
文
）
、
近
世
初
期
写
天
理
図
書
館
三

0
五
番
本
、

近
世
前
期
写
了
随
本
、
近
世
後
期
写
樋
口
本
な
ど
で
あ
る
。
両
系
統

の
違
い
は
問
答
部
分
の
言
い
回
し
の
レ
ベ
ル
の
も
の
で
、
一
曲
の
主

題
に
か
か
わ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

な
お
、
明
治
初
年
ま
で
《
豊
干
》
を
所
演
曲
と
し
て
い
た
宝
生
流

の
詞
章
（
宝
生
流
寛
政
版
の
詞
章
）
は
、
貞
享
三
年
版
本
と
ほ
ぽ
同
一

で
あ
る
が
、
貞
享
一
1

一
年
版
本
の
誤
り
は
踏
襲
し
て
い
な
い
か
ら
、
貞

享
三
年
版
本
に
拠
っ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
こ
こ
で

想
起
さ
れ
る
の
は
、
宝
生
流
の
節
を
も
っ
て
章
句
を
付
し
て
い
る
先

述
の
観
世
文
庫
所
蔵
の
室
町
期
の
謡
本
（
「
紺
表
紙
軟
書
体
十
一
行
本

（
乙
）
」
）
が
寛
政
版
と
詞
章
が
ほ
ぽ
同
一
で
あ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら

を
総
合
す
る
と
、
寛
政
版
に
代
表
さ
れ
る
旧
宝
生
流
の
《
豊
干
》
は
、

復
活
に
さ
い
し
て
貞
享
三
年
版
本
の
詞
章
を
利
用
し
た
と
い
う
よ
う

な
も
の
で
は
な
く
、
室
町
期
以
来
、
同
座
に
伝
わ
っ
た
詞
章
を
忠
実

に
継
承
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

以
下
で
は
、
こ
の
よ
う
な
来
歴
を
有
す
る
《
豊
千
》
の
演
出
史
を

た
ど
っ
て
み
る
わ
け
で
あ
る
が
、
論
述
に
さ
き
だ
っ
て
、
と
り
あ
え

ず
、
演
出
資
料
と
し
て
は
最
古
の
「
観
世
流
仕
舞
付
』
の
《
豊
干
》

の
記
事
を
か
か
げ
て
お
く
。

豊
干
作
物
石
也

一
、
脇
、
僧
。
シ
テ
、
黒
頭
、
面
、
童
子
。
ツ
レ
も
童
子
、
黒

頭
。
後
シ
テ
、
悪
尉
、
鳥
甲
、
狩
衣
、
半
切
。
文
殊
、
普

賢
出
る
。

上
演
が
稀
な
遠
い
曲
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
、
右
は
総
じ
て
詳
細

な
記
事
か
ら
な
る
「
観
世
流
仕
舞
付
』
の
な
か
で
は
極
端
に
記
事
が

簡
略
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
綱
吉
・
家
宣
周
辺
で
復
活
さ
れ
る
以
前
の

《
豊
干
》
の
演
出
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
に

よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
上
演
が
絶
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
綱
吉
・
家
宣

以
前
に
お
い
て
も
、
《
豊
干
》
の
演
出
は
ほ
そ
ぽ
そ
と
な
が
ら
伝
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
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近
世
後
期
の
宝
生
流
の
《
豊
干
》
の
演
出

《
豊
干
》
の
演
出
に
つ
い
て
の
資
料
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
が
、

そ
れ
で
も
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
右
の
『
観
世
流
仕
舞
付
』

を
は
じ
め
四
点
ほ
ど
が
管
見
に
入
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
『
観
世

流
仕
舞
付
』
以
外
の
三
点
は
綱
吉
・
家
宣
時
代
の
復
活
上
演
以
後
の

ー
つ
ま
り
近
世
後
期
の
ー
宝
生
流
の
演
出
資
料
で
あ
る
が
（
装
束
付

が
主
体
）
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
比
較
的
把
握
し
や

す
い
近
世
後
期
の
宝
生
流
の
《
豊
干
》
の
演
出
を
検
討
し
て
み
る
こ

と
に
し
よ
う
。

幕
末
の
宝
生
大
夫
だ
っ
た
弥
五
郎
紫
雪
（
文
久
三
年
没
。
明
治
の
名

人
宝
生
九
郎
の
実
父
）
の
手
沢
の
自
筆
謡
本
に
紫
雪
自
身
が
書
き
入
れ

た
仕
舞
付
が
、
福
岡
市
在
住
の
宝
生
流
職
分
石
黒
孝
氏
の
も
と
に
伝

存
し
て
い
る
（
以
下
、
『
宝
生
紫
雪
手
沢
謡
本
仕
舞
付
」
と
仮
称
）
。
「
宝

生
紫
雪
手
沢
謡
本
仕
舞
付
]
は
本
来
は
十
冊
か
十
一
冊
だ
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
伝
存
す
る
の
は
五
冊
（
横
本
）
で
、
そ
の
《
豊
干
》
の

冒
頭
の
余
白
部
分
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
紫
雪
の
書
き
込
み
が
あ
る
。

一
、
脇
、
着
流
僧
壱
人
。

一
、
前
大
夫
、
童
子
。
田
村
と
同
シ
。
孵
持
。

一
、
連
、
太
夫
と
出
立
同
。

一
、
後
太
夫
、
面
舞
尉
。
着
附
、
狩
衣
、
半
切
、
腰
帯
、
唐
団
、

唐
帽
子
。

一
、
二
童
子
作
物
へ
入
出
ル
。

一
、
中
入
二
台
井
作
物
出
ス
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
前
場
に
は
童
子
姿
の
寒
山
・
拾
得
の
化
身
が
登

場
し
て
（
寒
山
が
シ
テ
、
拾
得
が
ツ
レ
と
解
さ
れ
る
）
、
僧
に
物
語
を
し

た
あ
と
中
入
と
な
り
、
そ
こ
で
文
殊
と
普
賢
が
入
っ
た
石
の
作
り
物

が
出
さ
れ
る
。
後
場
に
は
ま
ず
舞
尉
・
唐
帽
子
に
狩
衣
・
半
切
姿
の

豊
干
（
後
シ
テ
）
が
登
場
し
、
つ
い
で
作
り
物
か
ら
文
殊
と
普
賢
が

現
わ
れ
る
（
後
述
の
よ
う
に
二
人
と
も
子
方
の
役
ら
し
い
）
。
豊
干
は
舞

楽
を
奏
し
て
、
文
殊
・
普
賢
の
二
菩
薩
と
と
も
に
紫
雲
の
う
ち
に
消

え
る
、
と
い
う
形
に
な
る
か
と
思
う
。
こ
の
う
ち
の
「
二
童
子
作
物

へ
入
出
ル
」
は
、
前
場
の
「
童
子
姿
」
の
寒
山
・
拾
得
が
中
入
り
せ

ず
に
作
り
物
に
入
っ
て
、
後
場
に
な
っ
て
作
り
物
か
ら
出
現
す
る
よ

う
に
解
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
あ
と
に
「
中
入
二
台
井
作

物
出
ス
」
と
あ
る
か
ら
、
寒
山
・
拾
得
が
幕
に
中
入
り
し
た
あ
と
、

文
殊
と
普
賢
が
入
っ
た
作
り
物
が
出
さ
れ
る
演
出
と
解
さ
れ
る
。
つ

ま
り
、
寒
山
・
拾
得
と
文
殊
・
普
賢
は
そ
れ
ぞ
れ
化
身
と
本
体
の
関

係
に
あ
っ
て
、
両
者
は
同
体
な
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
ぞ
れ

別
の
役
者
が
演
じ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
に

か
か
わ
る
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
前
場
で
寒
山
（
前
シ
テ
）
に
扮
し

た
役
者
が
後
場
で
は
豊
干
（
後
シ
テ
）
を
演
じ
る
形
に
な
っ
て
い
る

と
解
さ
れ
る
。
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前
面
、
童
子
。
十
六
二
も
。
黒
頭
、
白
鉢
巻
、
箔
、
水
衣
肩
上

ス
、
腰
帯
、
萩
審
、
扇
。

連
シ
テ
同
事
。
扇
。

後
面
、
小
悪
尉
。
唐
帽
子
、
厚
板
、
狩
衣
、
半
切
、
腰
帯
、
団

扇゚連
二
人
、
天
女
の
通
。
扇
゜

作
り
物
、
岩
、
台
。
但
殺
生
石
の
通
。

こ
こ
で
は
、
後
場
に
登
場
す
る
文
殊
と
普
賢
が
「
天
女
の
通
」
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
作
り
物
の
石
が
《
殺
生
石
》
と
同
じ
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
が
、
こ
こ
か
ら
う
か
が
え
る

《
豊
干
》
の
演
出
は
、
『
宝
生
紫
雪
手
沢
謡
本
仕
舞
付
』
が
伝
え
る

演
出
と
基
本
的
に
は
同
一
で
あ
る
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
作
り
物

が
《
殺
生
石
》
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
や
、
文
殊
と
普
賢
が
天
女
出
立

で
あ
る
こ
と
は
、
つ
ぎ
に
紹
介
す
る
『
益
田
家
蔵
宝
生
流
装
束
付
』

に
も
み
え
て
い
る
。

豊
干

ワ
キ

襟
前
後
三

こ
れ
は
近
世
後
期
の
宝
生
流
の
《
豊
干
》
の
標
準
的
な
演
出
だ
っ

た
よ
う
で
、
つ
ぎ
の
京
都
大
学
文
学
科
閲
覧
室
蔵
『
能
装
束
作
物
一

色
記
』
（
四
冊
）
の
《
豊
干
》
の
記
事
も
ほ
ぽ
こ
れ
と
同
一
で
あ
る
。

『
能
装
束
作
物
一
色
記
』
は
収
載
曲
か
ら
確
実
に
近
世
後
期
の
宝
生

流
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
装
束
付
で
あ
る
。

そ
の
「
益
田
家
蔵
宝
生
流
装
束
付
』
（
仮
称
）
は
幕
府
の
お
抱
え

絵
師
（
と
筆
者
は
記
憶
）
だ
っ
た
家
に
伝
わ
っ
た
装
束
付
で
、
平
成

二
年
こ
ろ
に
、
ご
所
蔵
者
か
ら
二
種
の
作
り
物
図
と
と
も
に
複
写
を

許
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
作
り
物
図
の
一
っ
に
は
「
宝
生
流
作
物
雛

形
目
録
」
と
あ
り
、
文
政
六
年
と
天
保
四
年
の
年
記
が
あ
る
か
ら
、

装
束
付
も
作
り
物
図
も
近
世
後
期
の
宝
生
流
の
も
の
と
認
め
ら
れ

る
。
『
益
田
家
蔵
宝
生
流
装
束
付
』
は
所
収
曲
か
ら
も
宝
生
流
の
装

束
付
で
あ
る
こ
と
が
確
実
だ
が
、
そ
の
《
豊
干
》
の
記
事
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
あ
る
。

豊
干
作
り
物
殺
生
石
の
通
。
子
方
始
ヨ
リ
入
テ
出
ス
。

一
、
脇
、
僧
。
角
帽
子
、
炭
斗
目
、
水
衣
、
腰
帯
、
数
珠
、
爾
゜

一
、
シ
テ
、
面
童
子
、
黒
頭
、
白
鉢
巻
、
箔
、
水
衣
、
腰
帯
。

扇
前
二
指
、
玉
箱
持
。

一
、
後
シ
テ
、
面
悪
尉
、
白
垂
、
鳥
甲
、
色
鉢
巻
、
厚
板
、
狩

衣
、
半
切
、
腰
帯
、
扇
。
又
、
面
跛
尉
、
原
板
、
単
狩
衣
、

花
頭
、
唐
団
扇
二
而
も
半
切
。

一
、
後
連
、
子
方
弐
人
。
箔
、
長
絹
、
黒
垂
、
天
冠
。
又
、
黒

頭
、
白
鉢
巻
、
箔
、
水
衣
゜

こ
こ
で
ま
ず
注
意
さ
れ
る
の
は
、
前
場
の
登
場
人
物
と
し
て
シ
テ

の
童
子
（
寒
山
）
一
人
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
た
ん
に
も
う
一
人
の
ツ
レ
の
童
子
（
拾
得
）
の
記
載
を
省
略
し
た

だ
け
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
こ
れ
は
《
豊
干
》
の
も
う
ひ
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と
つ
の
演
出
と
か
か
わ
る
記
事
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
こ
の
あ
と
第
四
節
で
い
さ
さ
か
言
及
す
る
。

つ
い
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
後
場
で
作
り
物
か
ら
現
わ
れ
る
文
殊

と
普
賢
が
「
子
方
」
の
役
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
き
の
二

種
の
装
束
付
で
は
、
文
殊
と
普
賢
は
「
童
子
」
「
連
二
人
」
と
さ
れ

て
い
た
。
「
童
子
」
「
連
二
人
」
だ
と
、
成
人
の
役
者
が
勤
め
る
よ
う

に
も
解
さ
れ
る
が
（
「
童
子
」
は
か
な
ら
ず
し
も
「
少
年
」
を
意
味
し
な

い
ゆ
え
）
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
後
場
の
文
殊
と
普
賢
は
「
子
方
」
の

役
だ
っ
た
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
文
殊
と
普
賢
の
二
人
が
―
つ
の

作
り
物
に
入
っ
て
登
場
す
る
と
い
う
演
出
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
が
子

方
の
役
で
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
こ
で
は
、
文
殊
と
普
賢
が
入
っ
た
作
り
物
は
始
め
か
ら

出
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
『
宝
生
紫
雪
手
沢
謡
本
仕
舞

付
』
で
は
、
作
り
物
は
中
入
に
出
さ
れ
る
と
し
て
い
た
。
作
り
物
を

出
す
時
期
に
つ
い
て
は
両
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
わ
け
で
あ

る
が
、
こ
の
記
事
に
よ
っ
て
、
前
場
の
寒
山
・
拾
得
と
後
場
の
文

殊
・
普
賢
が
別
の
役
者
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
る
の
が
近
世
後
期
の

〈
豊
干
》
の
演
出
だ
っ
た
こ
と
が
い
っ
そ
う
確
実
に
な
ろ
う
。

ま
た
、
こ
こ
で
は
文
殊
・
普
賢
の
出
立
と
し
て
、
「
長
絹
•
黒

垂
・
天
冠
」
と
「
黒
頭
・
水
衣
」
の
二
種
類
が
記
さ
れ
て
い
る
。
前

者
は
天
女
の
出
立
で
あ
る
か
ら
、
「
能
装
束
作
物
一
色
記
』
と
一
致

す
る
。
ま
た
、
後
者
は
童
子
姿
で
あ
る
か
ら
、
『
宝
生
紫
雪
手
沢
謡

本
仕
舞
付
』
の
「
二
童
子
」
に
あ
た
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宝
生
流

に
お
い
て
は
、
文
殊
・
普
賢
は
天
女
が
常
の
形
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
後
シ
テ
の
豊
干
の
装
束
も
、
悪
尉
・
鳥
甲
姿
と
簸
尉
・
花
頭

姿
の
二
種
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
前
者
は
「
観
世
流
仕
舞
付
j

に一

致
し
、
後
者
は
「
宝
生
紫
雪
手
沢
謡
本
仕
舞
付
』
「
能
装
束
作
物
一

色
記
』
と
近
い
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
シ
テ
の
豊
干
の
装
束
は
『
観

世
流
仕
舞
付
」
と
一
致
す
る
悪
尉
・
鳥
甲
姿
が
本
来
の
も
の
の
よ
う

で
あ
る
。

以
上
、
伝
存
す
る
装
束
付
を
も
と
に
、
近
世
後
期
の
宝
生
流
の
《
豊

干
》
の
演
出
を
検
討
し
て
み
た
。
資
料
に
よ
っ
て
面
や
装
束
に
は
す

こ
し
幅
も
あ
る
が
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
要
点
を
整
理
し
て
み
る
と
、

1
、
前
場
に
は
ワ
キ
僧
と
童
子
姿
の
寒
山
（
シ
テ
）
と
拾
得
（
ツ

レ
）
の
化
身
が
登
場
す
る
。

2
、
後
場
に
は
ワ
キ
僧
と
豊
干
（
シ
テ
）
と
子
方
が
扮
す
る
文
殊

（
ツ
レ
）
・
普
賢
（
ツ
レ
）
が
登
場
す
る
。

3
、
寒
山
・
拾
得
は
（
作
り
物
に
入
ら
ず
に
）
幕
に
中
入
り
す
る
。

4
、
前
場
の
寒
山
・
拾
得
と
後
場
の
文
殊
・
普
賢
は
別
の
役
者
が

勤
め
る
。

5
、
寒
山
（
前
シ
テ
）
と
豊
干
（
後
シ
テ
）
は
同
じ
役
者
が
勤
め
る
。

6
、
作
り
物
は
一
曲
の
剪
頭
か
中
入
に
出
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
あ

ら
か
じ
め
子
方
が
扮
す
る
文
殊
と
普
賢
が
入
っ
て
い
る
。

と
な
る
か
と
思
う
。

145 



《
豊
干
》
の
演
出
の
遡
源

前
節
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
近
世
後
期
の
宝
生
流
の
《
豊
干
》
の

演
出
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぽ
把
握
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、

そ
の
結
果
、
こ
こ
に
あ
ら
た
め
て
問
題
と
な
る
の
は
、
右
に
み
た
近

世
後
期
の
演
出
が
ど
の
て
い
ど
《
豊
干
》
本
来
の
演
出
を
伝
え
て
い

る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
と
く
に
問
題
に
な
る

の
は
、
前
場
の
寒
山
・
拾
得
と
後
場
の
文
殊
・
普
賢
は
別
の
役
者
が

勤
め
る
の
が
本
来
の
形
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
で
あ
り
（
前
節
の
整
理

4
)
、
寒
山
・
拾
得
の
退
場
が
作
り
物
に
消
え
る
形
な
の
か
、
そ
れ

と
も
幕
に
中
入
り
す
る
形
な
の
か
で
あ
り
（
整
理
3
)
、
ま
た
、
作
り

物
か
ら
現
わ
れ
る
文
殊
と
普
賢
を
子
方
が
勤
め
る
の
が
は
た
し
て
本

来
の
演
出
な
か
（
整
理
2
)
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
相
互
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
が
、
以
下
で
は
、

寒
山
・
拾
得
と
文
殊
・
普
賢
を
別
の
役
者
が
勤
め
る
の
が
本
来
の
形

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
中
心
に
ー
整
理
4
を
中
心
に
ー
、
《
豊
干
》

の
演
出
の
遡
源
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

そ
も
そ
も
、
寒
山
・
拾
得
は
そ
れ
ぞ
れ
文
殊
・
普
賢
の
化
身
な
の

で
あ
る
か
ら
、
理
屈
の
う
え
か
ら
は
、
そ
れ
は
同
一
の
役
者
が
勤
め

る
の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
の
観
点
か
ら
は
、
寒
山
・
拾
得
は
ワ
キ
僧

へ
の
物
語
を
終
え
た
あ
と
（
幕
へ
は
中
入
り
せ
ず
）
石
の
作
り
物
に
入

り
、
後
場
に
な
っ
て
、
ふ
た
た
び
作
り
物
か
ら
現
わ
れ
る
、
と
い
う

の
が
本
来
の
演
じ
方
だ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
寒
山
・
拾
得
が
退
場

す
る
場
面
に
は
、
「
（
石
の
）
縫
ひ
目
の
う
ち
に
入
り
に
け
り
」
と
い

う
文
旬
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
近
世
後
期
に
お
い
て
は
、
そ
の
寒

山
・
拾
得
と
文
殊
・
普
賢
を
別
の
役
者
が
勤
め
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
絹
吉
・
家
宣
時
代
の
復
活
に
さ
い
し
て
の
改
変
な
ど
の

結
果
で
、
《
豊
干
》
本
来
の
演
出
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
疑
う

の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
参
照
さ
れ
る
の
が
復
活
以
前

の
演
出
資
料
た
る
「
観
世
流
仕
舞
付
』
（
前
掲
）
で
あ
る
が
、
残
念

な
が
ら
、
そ
の
記
述
か
ら
は
、
寒
山
・
拾
得
と
文
殊
・
普
賢
の
役
者

が
同
じ
か
ど
う
か
は
判
断
が
で
き
な
い
。
結
局
、
こ
の
問
題
は
伝
存

す
る
演
出
資
料
か
ら
は
結
論
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
が
、
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
さ
い
わ
い
、
古
謡
本
の
役
名
表
記
に
―
つ
の
ヒ

ン
ト
が
見
い
だ
せ
る
よ
う
に
思
う
。

伝
存
す
る
《
豊
干
》
の
主
要
な
謡
本
に
つ
い
て
は
さ
き
に
の
べ
た

が
、
そ
の
う
ち
の
比
較
的
古
い
時
代
の
謡
本
の
な
か
に
、
後
場
で
文

殊
と
普
賢
が
作
り
物
に
入
っ
た
ま
ま
で
歌
う
「
石
に
精
あ
り
水
に
音

あ
り
」
の
担
当
を
「
童
子
」
「
ト
ウ
シ
」
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
前
掲

の
観
世
文
庫
蔵
の
室
町
期
写
の
二
本
と
龍
谷
大
学
本
と
貞
享
三
年
版

本
が
そ
れ
で
あ
る
（
他
は
「
二
人
」
と
す
る
も
の
が
多
い
）
。
こ
の
「
童

子
」
を
ど
う
解
す
る
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
近
世
後
期
の
文
殊
・
普

賢
が
子
方
の
役
で
あ
っ
た
こ
と
と
も
符
合
す
る
も
の
で
、
文
殊
と
普
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賢
を
子
方
が
勤
め
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
し
て
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。
も
っ
と
も
、
「
童
子
」
と
い
う
言
葉
は
、
《
田
村
》
や

《
舎
利
〉
の
前
シ
テ
の
童
子
の
よ
う
に
、
神
霊
的
存
在
の
化
身
を
さ

す
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
こ
の
「
童
子
」
を
そ
う
解
す
る
な
ら
ば
、
前

場
の
「
童
子
姿
」
の
寒
山
・
拾
得
が
（
中
入
り
せ
ず
に
）
作
り
物
の

な
か
に
消
え
て
、
後
場
で
そ
の
ま
ま
の
「
童
子
姿
」
で
作
り
物
か
ら

現
わ
れ
る
、
と
い
う
演
出
も
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
作
り
物
か
ら

現
わ
れ
た
文
殊
と
普
賢
は
、
そ
の
前
後
の
、
「
あ
り
が
た
や
、
目
の

あ
た
り
な
る
御
姿
を
、
拝
す
る
こ
と
の
責
と
さ
よ
と
、
掌
を
合
は

せ
如
我
昔
所
願
、
今
者
己
満
足
」
と
い
う
詞
章
か
ら
は
、
前
場
の
童

子
姿
と
は
別
の
菩
薩
の
姿
で
登
場
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
こ

の
推
定
は
成
り
立
ち
に
く
い
よ
う
に
思
う
。
ま
た
、
前
場
の
寒
山
・

拾
得
は
成
人
役
者
の
役
と
解
さ
れ
る
が
（
ワ
キ
僧
を
豊
干
の
旧
跡
に
案

内
し
た
り
、
豊
干
や
寒
山
・
拾
得
に
つ
い
て
の
長
い
物
語
を
す
る
点
か
ら
）
、

成
人
役
者
二
人
が
作
り
物
に
入
っ
て
、
装
束
を
変
え
て
現
わ
れ
る
と

い
う
形
は
（
想
定
不
可
能
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
）
、
い
さ
さ
か
考
え

に
く
い
よ
う
に
思
う
。
後
場
に
は
文
殊
と
普
賢
が
菩
薩
と
し
て
現
わ

れ
る
ら
し
い
点
に
着
目
す
れ
ば
、
そ
れ
は
子
方
の
役
で
あ
る
の
が
効

果
的
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
さ
さ
か
資
料
不
足
で
は
あ
る
が
、
か
り
に
こ
う
考
え
て
よ
け
れ

ば
、
寒
山
・
拾
得
と
文
殊
・
普
賢
を
別
の
役
者
が
勤
め
る
と
い
う
近

世
後
期
の
宝
生
流
の
演
出
は
、
室
町
期
ま
で
さ
か
の
ほ
る
こ
と
に
な

ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
近
世
後
期
の
演
出
は
綱
吉
・
家
宣
時
代
の
復
活

に
さ
い
し
て
の
改
変
で
は
な
く
、
『
観
世
流
仕
舞
付
』
の
装
束
付
の

内
容
も
近
世
後
期
の
装
束
付
と
同
一
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
れ

は
同
時
に
、
寒
山
・
拾
得
が
（
作
り
物
に
入
る
の
で
は
な
く
）
幕
に
中

入
り
し
、
文
殊
と
普
賢
を
子
方
が
勤
め
る
と
い
う
近
世
後
期
の
演
出

も
ま
た
、
室
町
期
に
ま
で
さ
か
の
ぽ
る
と
い
う
想
定
を
導
く
こ
と
に

な
ろ
う
。
確
証
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
、
こ
の
よ

う
に
考
え
て
お
き
た
い
。

こ
の
よ
う
に
、
近
世
後
期
の
演
出
の
ほ
と
ん
ど
が
室
町
期
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
あ
ら
た
め
て
そ
れ
が
《
豊
干
》
本
来
の

演
出
で
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
が
、
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
は

現
時
点
で
は
な
ん
と
も
判
断
が
つ
か
な
い
。
理
屈
の
う
え
か
ら
は
、

寒
山
・
拾
得
は
（
中
入
り
せ
ず
に
）
作
り
物
の
な
か
に
消
え
、
そ
こ

か
ら
ま
た
現
わ
れ
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
本
来
そ
の
よ
う
な
自
然
な

演
出
だ
っ
た
も
の
が
、
成
立
後
ま
も
な
い
室
町
後
期
こ
ろ
に
近
世
後

期
の
宝
生
流
の
よ
う
な
演
出
へ
と
変
化
し
た
と
考
え
る
の
が
無
難
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
一
方
、
《
豊
干
ー
が
制
作
さ
れ
た
室
町
後
期

と
い
う
時
代
に
は
、
最
初
か
ら
こ
の
よ
う
な
不
自
然
な
形
で
作
ら
れ

る
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
ど
ち
ら
の
可

能
性
も
あ
る
と
思
う
が
、
あ
え
て
そ
の
い
ず
れ
か
と
い
え
ば
、
後
者

の
可
能
性
の
ほ
う
が
や
や
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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冒
頭
の
「
概
観
」
に
か
か
げ
た
《
豊
干
〉
の
内
容
に
も
記
し
た
よ

う
に
、
国
清
寺
を
訪
れ
た
ワ
キ
僧
の
前
に
登
場
す
る
の
は
寒
山
・
拾

得
の
化
身
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
豊
干
の
化
身
は
登
場
し
な
い
の
が

《
豊
干
》
の
前
場
の
形
で
あ
る
。
そ
れ
が
本
来
の
形
で
あ
る
こ
と
は
、

な
に
よ
り
も
、
僧
に
た
い
し
て
国
消
寺
ゆ
か
り
の
寒
山
・
拾
得
と
豊

干
の
事
蹟
を
語
っ
た
二
人
が
、
「
ま
こ
と
は
我
は
い
に
し
へ
の
、
寒

山
拾
得
よ
疑
ふ
な
」
と
言
っ
て
、
寒
巌
の
縫
ひ
目
（
透
き
間
）
の
う

ち
に
入
っ
て
姿
を
消
し
て
い
る
こ
と
に
明
ら
か
で
あ
る
（
第
4
段）。

近
世
初
期
頃
写
の
龍
谷
大
学
蔵
下
掛
り
三
番
綴
謡
本
で
は
、
二
人
の

最
初
の
台
詞
に
そ
れ
ぞ
れ
「
し
て
寒
」
「
つ
れ
拾
」
と
い
う
役
名
を

記
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
前
場
の
二
人
が
寒
山
と
拾
得
で
、

そ
こ
に
豊
干
が
登
場
し
て
い
な
い
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
二
人
が
ま

っ
た
く
同
装
の
童
子
姿
で
あ
る
の
も
寒
山
・
拾
得
に
ふ
さ
わ
し
い
。

と
こ
ろ
が
、
《
豊
干
》
に
お
い
て
は
、
こ
の
前
場
の
寒
山
・
拾
得

の
う
ち
の
寒
山
（
謡
本
で
は
シ
テ
と
さ
れ
て
い
る
）
が
豊
干
と
解
さ
れ

て
も
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を
端
的
に
示
す
の
が
近
世
後
期
の
ア

イ
（
間
狂
言
）
の
詞
章
に
、
前
場
の
童
子
の
一
人
を
豊
干
と
す
る
も

の
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
了
大
蔵
流
番
外
間
本
』
（
『
未

刊
謡
曲
集
』
所
収
）
な
ど
が
そ
れ
で
、
そ
こ
に
は
、
ア
イ
語
り
が
終

四

前
場
の
寒
山
を
豊
干
と
解
す
る
演
出

わ
っ
た
あ
と
の
、
ワ
キ
に
た
い
す
る
ア
イ
の
セ
リ
フ
に
、
「
さ
て
は

疑
ふ
と
こ
ろ
も
な
く
、
豊
干
禅
師
に
て
御
座
あ
ら
う
ず
る
と
存
じ
候
」

と
あ
っ
て
、
前
場
の
童
子
を
豊
干
禅
師
と
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、

前
場
の
童
子
を
寒
山
・
拾
得
と
す
る
正
し
い
形
の
台
本
も
伝
存
し
て

い
る
が
（
『
未
刊
謡
曲
集
』
所
収
の
『
鷺
賢
通
本
」
の
ア
イ
の
詞
章
な
ど
）
、

こ
の
よ
う
に
《
豊
干
》
の
前
場
の
童
子
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
豊
干

と
す
る
解
釈
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
能
楽

研
究
所
蔵
『
大
蔵
流
八
右
衛
門
派
能
間
』
の
「
豊
干
」
で
は
、
ま
ず

常
の
形
と
し
て
、
「
寒
山
拾
得
二
人
の
童
子
顕
れ
た
る
と
存
候
」
と

正
し
い
形
の
セ
リ
フ
を
か
か
げ
た
あ
と
に
、
「
寒
山
拾
得
豊
干
禅
師

顕
れ
給
ふ
」
と
い
う
替
の
セ
リ
フ
を
朱
で
付
記
し
て
い
る
。
前
掲
の

二
人
の
う
ち
、
一
人
が
「
寒
山
拾
得
」
、
も
う
一
人
が
豊
干
禅
師
と

い
う
理
解
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
先
掲
の
「
益
田
家
蔵
宝
生
流
装
束
付
』

が
前
場
の
シ
テ
の
童
子
を
一
人
し
か
記
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
前
述
の
ご
と
く
、
も
う
一
人
の
童
子
（
拾
得
）
に
つ
い
て
の

記
述
を
省
略
し
た
だ
け
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
の
だ
が
、
右
の
よ
う

な
ア
イ
語
り
の
存
在
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
「
益
田
家
蔵
宝
生
流
装

束
付
』
の
記
事
は
、
寒
山
を
豊
干
と
す
る
理
解
に
も
と
づ
い
て
改
訂

さ
れ
た
演
出
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
寒
山
を

拾
得
と
す
る
解
釈
は
、
前
場
の
童
子
が
二
人
の
ま
ま
で
も
可
能
な
の

だ
が
、
一
人
に
な
る
と
、
そ
れ
は
い
っ
そ
う
後
場
に
登
場
す
る
豊
干
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の
化
身
と
い
う
感
じ
が
強
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
『
益
田
家
蔵
宝
生

流
装
束
付
』
の
記
述
を
そ
こ
ま
で
積
極
的
に
解
し
て
よ
い
か
ど
う
か

は
問
題
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
の
余
地
は
十
分
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
益
田
家
蔵
宝
生
流
装
束
付
」
の
記
事
の
解
釈
は
と
も
か
く
と
し

て
、
寒
山
を
豊
干
と
す
る
理
解
が
近
世
後
期
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
実

で
あ
る
。
神
霊
的
な
後
シ
テ
が
前
場
に
童
子
姿
で
現
わ
れ
る
能
に
は

《
田
村
》
《
大
江
山
》
〈
小
鍛
冶
》
《
舎
利
〉
《
合
甫
》
《
狸
々
》
な
ど
が

あ
っ
て
、
能
柄
と
し
て
―
つ
の
類
型
を
形
成
し
て
い
る
か
ら
、
右
の

よ
う
な
理
解
が
生
ま
れ
た
の
は
、
そ
う
し
た
一
群
の
類
型
的
作
品
と

の
類
想
の
結
果
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
が

い
つ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
伝
存
す
る
早
い

時
期
の
謡
本
や
装
束
付
類
が
い
ず
れ
も
寒
山
を
豊
干
（
後
シ
テ
）
と

同
じ
く
「
シ
テ
」
「
大
夫
」
と
し
て
い
る
こ
と
に
照
ら
す
な
ら
ば
、

そ
れ
は
意
外
に
早
く
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
大
正
三
年
刊
の
『
謡
曲
叢
書
」
が

「
豊
干
禅
師
あ
ら
は
れ
て
、
寒
山
拾
得
の
昔
を
語
る
事
を
…
」
と
し
、

大
正
八
年
刊
の
「
古
今
謡
曲
解
題
』
が
、
「
寒
山
寺
の
僧
、
天
台
の

国
清
寺
に
至
り
、
豊
干
禅
師
寒
山
拾
得
の
化
現
に
逢
ひ
、
又
奇
特
を

見
る
」
と
し
て
、
前
場
に
は
豊
干
と
寒
山
・
拾
得
が
出
る
よ
う
に
誤

解
し
て
い
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
謡
曲
叢
書
』
や

『
古
今
謡
曲
解
題
』
の
誤
解
は
、
直
接
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
依
拠

《
豊
干
》
の
演
出
を
め
ぐ
る
主
要
な
問
題
は
以
上
の
と
お
り
で
あ

る
が
、
さ
い
ご
に
、
こ
れ
ま
で
に
ふ
れ
え
な
か
っ
た
二
つ
の
演
出
に

つ
い
て
、
簡
単
に
の
べ
て
お
こ
う
。

―
つ
は
作
り
物
の
石
を
め
ぐ
る
演
出
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
寒
山

拾
得
説
話
に
あ
っ
て
は
、
文
殊
・
普
賢
の
本
体
を
見
現
わ
さ
れ
た
ニ

人
が
「
岩
石
縫
中
」
に
姿
を
か
く
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら

（
「
宋
高
僧
伝
」
等
）
、
《
豊
干
・
》
に
お
け
る
石
の
作
り
物
と
そ
の
演
出
は
、

典
拠
か
ら
み
れ
ば
当
然
の
設
定
で
は
あ
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
先
行
す

る
《
殺
生
石
》
や
《
千
引
》
を
参
考
に
し
て
い
る
こ
と
も
ま
た
い
う

ま
で
も
あ
る
ま
い
。
〈
豊
干
》
は
詞
章
の
面
で
も
〈
殺
生
石
》
と

《
千
引
〉
の
影
響
が
認
め
ら
れ
、
全
体
的
に
両
曲
の
影
響
を
色
濃
く

う
け
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
石
を
め
ぐ
っ
て
は
、
《
豊
干
》
に
は
《
殺

生
石
〉
や
《
千
引
》
と
は
違
う
独
自
の
演
出
の
あ
っ
た
こ
と
が
、

「
宝
生
紫
雪
手
沢
謡
本
仕
舞
付
』
か
ら
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
同

五
し
た
貞
享
三
年
版
本
が
前
場
の
寒
山
の
役
名
を
「
寒
山
」
と
し
た
り

「
シ
テ
」
と
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、

そ
の
誤
解
に
は
、
み
て
き
た
よ
う
な
寒
山
を
豊
干
と
み
る
近
世
後
期

以
来
の
解
釈
が
か
な
り
影
響
を
お
よ
ぽ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。そ

の
他
の
演
出
上
の
問
題
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書
に
は
、
「
石
窟
ニ
ツ
に
破
る
れ
は
」
の
と
こ
ろ
に
、
「
作
物
ノ
縄
ヲ

ト
ク
」
と
い
う
紫
雪
の
書
き
込
み
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
作

り
物
の
石
に
は
縄
が
か
け
ら
れ
て
い
て
、
後
場
に
登
場
し
た
シ
テ
の

豊
干
が
そ
の
縄
を
解
く
所
作
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
縄
を
解
く
の
は
、

「
石
の
縫
ひ
目
を
と
く
法
の
、
仏
体
を
現
は
し
給
ふ
べ
し
」
と
い
う

文
句
に
即
し
た
演
出
で
あ
る
が
、
こ
れ
な
ど
は
、
案
外
、
本
来
の
演

出
を
伝
え
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
う
―
つ
は
舞
事
の
「
楽
」
を
め
ぐ
る
演
出
で
あ
る
。
こ
こ
で
舞

わ
れ
る
の
が
「
楽
」
で
あ
る
こ
と
は
諸
資
料
に
照
ら
し
て
疑
い
な
い

が
、
近
世
後
期
の
宝
生
流
の
《
豊
干
》
で
は
、
そ
の
「
楽
」
は
序
の

あ
い
ま
い

部
分
が
文
殊
と
普
賢
と
の
相
舞
に
な
る
形
だ
っ
た
ら
し
い
。
そ
の
こ

と
は
、
『
宝
生
紫
雪
手
沢
謡
本
仕
舞
付
』
に
、

楽
序
ノ
内
、
二
童
子
モ
ツ
レ
舞
也
。
初
段
ニ
ナ
リ
少
シ
サ
リ
テ
、

地
謡
ノ
前
二
座
ス
。

と
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
こ
れ
が
《
豊
干
》
の
「
楽
」
本
来
の
形

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
舞
事
の
一
部
が
相
舞

に
な
る
例
に
は
《
一
角
仙
人
》
や
《
住
吉
橋
姫
》
な
ど
が
あ
る
か

ら
、
そ
れ
が
原
演
出
の
な
ご
り
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
．
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

な
お
、
後
シ
テ
の
豊
干
は
詞
章
の
う
え
で
は
虎
に
乗
っ
て
登
場
す

る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
詞
章
だ
け
の
こ
と
で
、
舞
台
で
は
と

く
に
そ
れ
を
写
実
的
に
表
現
す
る
よ
う
な
演
出
が
と
ら
れ
て
い
な
い

こ
と
は
、
紹
介
し
た
演
出
資
料
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
豊
干
が
虎
に

乗
っ
て
い
た
こ
と
は
「
宋
高
僧
伝
』
な
ど
に
記
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、

そ
れ
は
狩
野
元
信
の
筆
に
な
る
『
豊
干
・
寒
山
拾
得
図
』
（
福
岡
市
美

術
館
蔵
）
な
ど
に
（
寒
山
・
拾
得
と
と
も
に
）
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
絵
画
は
《
豊
干
》
の
よ
う
な
能
が
制
作
さ
れ
る
背
景
に
つ

い
て
考
え
る
場
合
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
ま
た
、

〈
豊
干
》
の
演
出
を
考
え
る
さ
い
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
資
料

で
あ
ろ
う
。
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